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作物栄養的にみた酸性土壌の化学特性

植田木世子・田中 明

北海道大学農学部農芸化学科作物栄養学教室

(昭和 57年8月19日受理)

Chemical Characteristics of Acid Soils Related to Plant Nutrition 

Kiyoko HITSUDA and Akira T ANAKA 

Laboratory of Plant Nutrition， Department of Agricultural Chemistry， 
Faculty of Agriculture， Hokkaido University， Sapporo Japan 

緒 言

酸性土壌では作物の生育が不良で，作物栽培を行うに

当って土壌改良が必要である。

わが国は降雨量が多く，母材の関係もあって酸性土嬢

が多く，酸性土壌の研究が古くから行われてきた。一

方，熱帯降雨地帯では土壌からの塩基の流亡が著しし

母材の種類によっては酸性土壌が多い。そして，これら

の地帯は，作物の生育が不良なために未耕地として取り

残されている場合が多く，また，コeム，油ヤシ等の永年

作物が栽培されていたり，粗放永年草地となっている所

もある。しかし，発展途上国の食糧増産が急務となるに

至り，水分供給には恵まれていることもあって，これら

の地帯を作物栽培の対象地として開発することが計画さ

れ，そのために酸性土壌の問題が重視されるに至って

いる。

そこで，わが国と熱帯の酸性土擦を対比しつつ，酸性

土壊の作物栄養的特性の概要を知ろうとした。

ここで供試した土壌は，わが国の|浪られた数の酸性土

壌と，日本の研究者が熱帯降雨地域から採取しそれぞ

れの研究室に保管していたものを分譲してもらったもの

であって，計画的に収集したものではなし、。特に熱帯に

は硫酸塩酸性土壌が広範に分布するが，ここではそれら

は全く含まれていない。それ故，本報告では各地の酸性

土嬢の断片的な例についての分析結果を述べるに過ぎな

い。しかしここで得られた情報が将来組織的な調査を

行う場合に何らかの役に立つのではないかと考える。

供試土壊

Table 1 に示す 33 地点の土壊の表層約 0~15cm より
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採取したものを供試した。なお，この表に記載してある

土壌型は現地研究者が，慣行的に使用しているもので

ある。

No. 1~No.12 は日本の土壌で，硫酸塩酸性土壌であ

る八郎潟土や火山泥流に由来する十勝岳土のように硫酸

の存在のために強酸性を呈するものや，泥炭土である天

塩土，花崩岩風化物である箕島土など，各種のものが含

まれており， No.9を除いては未耕地である。

No. 13~No. 22はインドネシアの土壌で， No.15~ 

No.18は水田で， No. 15~No. 17はジャワ，それ以外

はスマトラより採取したもので，水田の場合を除いては

未耕地または施肥歴のない畑地で，三宅正紀氏および但

野利秋氏の好意で入手した。

No‘ 23~No. 26はタイの代表的土壌型の 4地点の未

耕地より採取したもので，五十嵐孝典氏の好意で入手

した。

No.27， No.28はコロンピアの代表的酸性土壌地帯の

2地点の粗放管理草地より採取したもので国際熱帯農業

センター (CIAT)の好意で入手した。

No. 29~No. 33はブラジノレ，サンパウロ州、|の未耕地ま

たは粗放管理草地より採取したもので三宅正紀氏の好意

により入手した。

分析方法

pH(H20)1)・ 土液比1:2.5の水けんだく液pH。

pH(KCl)l): 土液比1:2.5のNKClけんだく液pH。

大エ原酸度 (Yl)l): 土液比1:2.5のNKClけんだく

液を1時間振とうした後，上澄液を穂別，フェノールフ

タレン指示薬で:.0.02 N NaOHで中和滴定。その値から

絶乾土 100gを供試した場合の抽出液の 1/2量を中和す
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Table 1. Soi1 samples 

No. Sampling site 

Japan 

1 Saijo (Hiroshima) 

2 Minoshima (Hiroshima) 

3 Makinohara (Shizuoka) 

4 Mikatagahara ( 

5 Hachirogata (Akita) 

6 Iriomote (Okinawa) 

7 Nago (Okinawa) 

8 Kuromatsunai (Hokkaido) 

9 Sapporo (Hokkaido Univ.) 

10 Teshio (Hokkaido) 

11 Shimotonbetsu (Hokkaido) 

12 Tokachi-Dake ( 

Indonesia 

13 Tegineneng (Lampung， Sumatra) 

14 Tamanbogo ( 

15 Singamerta (Western Java) 

16 Jakenan (Central Java) 

17 Muara (Western Java) 

18 Metro (Lampung， Sumatra) 

19 Seputih banyak ( 

20 Rumbia 

21 Adijaya 

22 Padangratu 

Thai1and 

23 Khon Kaen (Muang) 

24 Chonburi (Panat Nikom) 

25 Kanchanaburi (Muang) 

26 Lopburi (Phraphuttabat) 

Colombia 

27 Carimagua (Valle) 

28 Santander (Cauca) 

Brazi1 

29 Botucatue (Sao Paulo) 

30 

31 

32 

33 

Soi1 type Note C~も

Yellow-brown forest soi1 Uncultivated 0.47 

(subsoi1) 

Red-yellow soi1 Uncultivated 0.93 

0.95 

Acid sulfate soil Poldered area 3.16 

Yellow soil Uncultivated 0.60 

Red soil 

Light colored Andosol 1.50 

Brown lowland soil Upland五eld 1.79 

Peat Uncultivated 16.6 

Pseudogli podzolic soil 12.8 

Volcanic mud-fiow 1.10 

Red podzolic soil 

Red-yellow podzolic soil 

Yellow-podzolicjgray 
hydromorphic soi1 

Gray-hydromorphicj 
grayish brown soil 

Red-brown latosol 

Red-yellow podzolic soi1 

Red-yellow latosol 

Gray podzolic soi1 

Red-yellow podzolic soil 

Red‘brown latosol 

Oxisol 

Ultisol 

Red-yellow latosol 

Ragosol 

Dark-red latosol 

Uncultivated 1.32 

New paddy五eld 1.58 

Paddy五eld 1.79 

0.49 

1.59 

1.53 

Upland五eld 1.28 

Uncultivated 

Pasture 

Uncultivated 

Pasture 

Uncultivated 

Coffee五eld

Pasture 

1.58 

1.50 

1.44 

4.0 

7.1 

0.66 

0.45 

0.53 

0.44 

0.44 
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るのに要する O.lNNaOHのmO数をYlとした。

可溶性AF): 土液比 1:40のNCH3COONa (pH 4) 

けんだく液を3時間振とうし遠心分離 (2，500rpm)後，

上澄液中の Alをアルミノン比色法で‘定量， mg Al/100g 

乾土表示とした。

置換性塩基，塩基置換容量 (CEC)，塩基飽和度1): セ

ミクロ Schollenberger法。 NCH3COONH4 (pH = 7) 

で土壌復基を連続置換浸出し浸出液中の Ca，Mg (原

子吸光法)， K， Na (炎光法)を定量し，置換性塩基とし

た。土壌に残留する余剰の CH3COONH4を80%メタ

ノールで洗糠後， NKClで置換浸出する NH4を水蒸気

蒸留法によって定量しCECを求めた。両者共mej100g 

絶乾土で表示。得られた値について (Ca十Mg十K十Na)j

CECを求め塩基飽和度とした。

交換性Al，交換性H，交換酸度，有効交換容量*(有

効CEC)，Al飽和度1): 土液比 1:5のNKClけんだく

液を 30分間振とうした後，上澄液を穂別し， 鴻液中の

Ca， Mg (原子吸光法)を定量してそれぞれの NKCl交

換量を求めた。同じ漉液の一定量をブェノールプタレン

を指示薬として O.lNNaOHで滴定し(滴定値A)，滴定

値 Aを交換酸度としその液に4%NaFを加えてフェ

ノールブタレンの再発色がある場合は0.1NHClで再び

7 

d、

吾56 

g 

g 
斗5コ

五
」口

。pHof 50t1 501utton 
・pH(KC!) 

。。
。。

。 。
。

。

無色となるまで滴定し(滴定値B)，滴定値Bを交換性

Alとし， A-Bを交換性H としたっすなわち交換酸度は

交換性 (Al+H)である。さらに，交換性 (Al+H+Ca+

Mg)を有効CECとし， いずれも mej100g絶乾土表示

とした。そして交換酸度/有効CECをAl飽和度とした。

土壌溶液組成. 水分含有率35%に調整した土擦を，

2日間低温室に放置後， pF=3.8 (9500 rpm)で遠心分離し

て土壌溶液を得，その pH，Ca， Mg， Mn (原子吸光法)，

K(炎光法)， P(ブタノーノレ抽出法)Z)，Al (アルミノン比

色法)の濃度を定量した。

リン酸吸収係数1):土液比1:2の2.5%(NH4)z HP04 

(pH 7.0)けんだく液を，時々振とうしながら 24時開放

置後，上澄液を漉別しその PZ05を測定し(モリブデン

イエロ一法)，土壌のリン酸吸収量を算出， mg Pz05j100 g 

絶乾土表示とした。

可給態 P(Bray No. 1法)1): HClとNH4Fとがそ

れぞれ0.025Nおよび0.03Nの抽出液で，土液比 1:7で

1分間振とうし上澄液を漉別しその PZ05を定量 (mg

PZ05/100 g絶乾土表示，以下同様)。

可給態 P(Truog法)3): HZS04と(NH4lzS04とが

それぞれ0.002Nおよび0.3%の抽出液で，土液比1:100

で30分間振とうし，上澄液のPZ05を定量。

。
。
。。

〆ペ:• 
::. 5 ..;r • ¥ol 
玉 |。

4f. ・・ • 
• • • • • • • 4.0 仏5 5.0 5.5 6.0 

凶 %0)(x) 

Fig. 1. Relation between pH (H20) and pH (KC1) or pH of soil solution. 

* ここで交換容量という言葉を用いたが，これは]Ii出の置換容量と本質的に異るわけではないo単に CH3COONH4
置換と KCl置換とを区別し易くするため用いた。
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可給態 P(N orth Carolina法)4): HClとHZS04と

がそれぞれ0.05Nおよび0.025Nの抽出液で，土液比 1: 

10として 5分間振とうし，上澄液の PzOsを定量。

実験結果・考察

pH (HzO)， pH (KCl)，土壌~液 pH: pH(HzO)は

6.3へ-4.0の範聞で， 6.0以上3点， 5.9~5.5 が 4 点， 5.4~ 

5.0が5点， 4.9~4.5 が 12 点， 4.4以下 9 点であった (Fig.

1)0 pH (KCl) は 5.6~3.6 の範囲で， 5.5以上3点， 5.4~ 

5.0が2点， 4.9~4.5 が 1 点， 4.4~4.0 が 20 点， 3.9以下

7 点でるった。土壌溶液 pH は 7.2~4.1 で， 6.0 以上 7 点，

5.9~5.5 が 7 点， 5.4 ~5.0 が 5 点， 4.9~4.5 が 8 点， 4.4 

以下6点であった。

pH(HzO)とpH(KCl)は正に相関しており (r=0.814

**)， pH (HzO)に対して pH(KCl)は低く，その差は低

pH域で小さく， pH5へ-6で大きいものが多かった。 pH

(HzO)と土壌溶液 pH間にも正の相関が認められい=

0.926料)， pH(HzO)に比べて土壌溶液pHはほとんどの

場合高かった。

Yj，交換酸度 Yj は 52.3~0.5 の範囲で， 15以上 11

点， 14.9~6 が 5 点， 5.9~3 が 9 点， 2.9以下8点であっ

た (Fig.2)。一方，交換酸度は 15.3~0.12mej100 gで， 10

15 
.11 
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D 10 20 30 叫O

Y1 (X) 

50 

Fig. 2. Relation between Yj and exchange 
acidity (Al+Hl. 

mej100 g以上3点， 9.9~5 mej100 gが2点， 4.9~1.0 

mej100 gが15点， 0.9 mej100 g以下が13点であった。

また，交換性 H は 5.46~0.12mej100 gで1mej100 g以

上は4点， 0.99~0.50 mej100 gが18点， 0.49 mej100 g 

以下11点であった。

YjとpH(HzO)の関係は pH(HzO)5以上ではほとん

どの土壊でYjは小さいが，pH(HzO) 5以下では両者間

に単純な関係は認められなかった。交換酸度と pH(HzO)

との関係も同様である。

交換酸度の値は0.2Yjにほぼ等しかった (Fig.2)。す

なわち両者は表示単位は異っているが，ほぼ同じ値を与

えている。ただし No.10， No. 11 (有機物含量が高い

土壌)でもに対して交換酸度が大きかった。これは，

この種の土壌では土壌に対する NKCl比を大きくする

と酸度が大きくなることを示している。

可溶性Al，交換性Al，土壌溶液Al漫度:可溶性Al

は 268~0.80 mg Alj100 gで， 100 mg Alj100 g 以上4点，

99~50 mg Alj100 gが7点， 49~30 mg Alj100 gが3点，

29~1O mg Al/100 gが6点， 9.9~5 mg Al/100 gが5点，

4.9 mgAlj100 g以下5点であった (3点はデーター欠)

(Fig.3)。交換性 Al は1O.3~trace me/100 gで， 5me/ 

100 g以上4点， 4.9~2 me/100 gが8点， .1.99~1 mej 

100 gが 4点， 0.90 me/100 g以下17点であった。また，

土壌溶液 Al濃度は 27.5~trace ppm Alで， 27.5ppm， 

9.4 ppmのもの各々 1点， その他1ppmAl以上10点，

0.9ppm以下21点であった (Fig.4，下)。

10 守1-y=x
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Fig. 3. Relation between soluble Al and 

exchangeabl巴 Al.

(The line Y=X was drown by using the 
same unit for both axises) 
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のはそれ以下の場合のみで， Al(OH)3と gibbsiteの溶

解度曲線によって pHとAl濃度の関係は一応理解でき

る。ただし pH5.0以上でも定量可能の Alがある程度

溶存した。

なお，土壌溶液 Mn濃度は 182~trace ppm Mnの範

囲で182，30， 14 ppmのもの各1点，その他5ppm以上

6点， 4.9~1 ppmのもの 10点， 0.9ppm以下 14点であ

った。そして Mn濃度は土壌溶液の pHと単純な関係に

はなかった。

CEC，有効 CEC: CEC は 53.1~3.2me/100 gで，

20 me/100 g以上8点， 19.9~6 me/100 gが17点，5.9me/ 

100g以下8点で、あった (Fig.5)。 また， 有効 CECは

48.8~1.19 me/100 gで， 20 me/100 g以上2点， 19.9~ 

6 me/100 gが6点， 5.9 me/100 g以下は22点であった

(3点データー欠)。

酸性土壊の作物栄養化学特性
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CECと有効CECの間に正の相関が認められたがい

=0.916材)，後者が前者より小さい値であった (Fig.5)。

両者間の相関が高いことと定量の所要時間を考慮する

と，少なくともここでの供試土壌については有効 CEC

の測定でも目的は達し得ると考えられる。

置換性塩基，塩基飽和度， Al飽和度: 置換性 Caは

24.7~0.02 me/100 gで 7.14me/100 g (200 mg CaO/ 

100g)以上4点， 7.13~3.57 me/100 gが 3点， 3.56 mg/ 

100g 以下 26 点であった。置換性 Mg は 13.0~0.01 me/ 

100 gで， 1.25 me/1oo g (30 mg MgO/IOO g)以上6点，

1.24~0.5 me/100 gが5点，0.49 me/100 g以下22点であ

った。また，置換性 K は 3.99~0.04 me/100 gの範囲で

可溶性Alと交換性Alの聞には正の相関が認められ

る(1'=0.938林〔ただし No.5，No.8を除くJ(Fig.3)。

そして，可溶性Alの約1/3が交換性Alであるが， No.5 

(硫酸塩酸性土壌)では両者がほぼ等しく， No.8(グロボ

ク土)、は可溶性Alは著しく多いが，その割には交換性

Alは多くなかった。

pH(KC1)と交換性 Alの関係 (Fig.4，上)をみると

pH(KC1)4.4以上では交換性Alはほとんど traceであ

り， それ以下の pH(KC1)ではその低下で交換性 Alが

増加した。この図にAl(OH)3および gibbsiteの溶解度

曲線に対応する曲線を記入してみると， Al(OH)3として

Alが過飽和に溶出する場合があるように見受けられる

が， NKCl存在下の活動度を考慮すれば，いずれの土壌

でもほぼ Al(OH)3と gibbsiteの中間的な挙動で pH

に対応して Alが溶出すると考えられる。

土壌溶液Al濃度は，可溶性Alや交換性Alには単純

には関連しておらず，土壌溶液 pHに支配されており

(Fig.4，下)， pH4.8以上では低く， 1ppm以上となる

l 

40 30 
I 
20 

Fig.5. 



壌)， No.15， No. 16 (水田土)などを除外すると，一応

iEの相関が認められる (r=0.748料[No.5除外])(Fig.6)。
塩基飽和度と Al飽和度との聞には負の相関(r=0.809

料)が認められ，燈基飽和度の上昇でAl飽涼lJ度が低下

し， ~塩基飽和度が約 50% に達した時に， Al飽和度はほ

ぼOとなる (Fig.7)。ただし No.5のみは例外で，塩

基飽和度は非常に高いが交換性 Alはかなり存在する。

なお，塩基飽和度が15%以下ではAl飽和度との関係が

不明瞭となるが， これはAl飽和度の測定誤差が大きい

ためと考えられる。

Al飽和度と土壌溶液 Al濃度とは何らの相関も示さ

なかった。
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0.32 me/100 g (15 mg K20/100 g)以上は10点， 0.31~ 

0.17 me/100 gは13点， 0.16 me/mg以下は10点であ

った。

置換性Caと置換性Mgとの聞には高い正の相関 (r=

0.927)が認められ，塩基飽和度と Ca飽和度聞の相関も

高い (γ=0.969)。そして，置換性Ca，Mgと交換性Ca，

Mgそれぞれ聞の相聞は極めて高く(1"=0.990，0.999)， 

絶対値もほぼ等しかった。

塩基飽和度は 89.9~2.1% の範囲で， 50%以上5点，

49~30% が 5 点， 29.9'"'-.-10%が8点， 9.9%以下14点で

あった (Fig.6)。一方， Al 飽和度は 82.8~20% で， 50%

以上14点， 49.9~30% が 3 点， 29.9~10% が 5 点， 9.9%

以下8点であった (3点データー欠)(Fig. 7)0 

pH(H20)と塩基飽和度の関係はNo.5(硫酸塩酸性土
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10点であった (3点データー欠)。 土壌溶液P濃度は

0.199~trace ppmで0.02ppmP以上3点， 0.0l9~0.0l0 

ppmPが5点， 0.009ppmP以下22点、であった (3点デ

ーター欠}。

可給態 Pは Truog法では No.9 (北大土)が他より

明かに高しこれは施肥歴のためと考えられる。 Truog

法と BrayNo. 1法による可給態P聞には正の相闘が

認められた (1'=0.738**)が，これらと North Carolina 

法問には相関関係は認められなかった (Fig.10)。

可給態PとpH(H20)や土壊溶液P濃度との関係は

全く認められなかった。

さらにリン酸吸収係数と可給態Pとの聞にも全く相

関が認められなかった。

各土壌の肥沃度. わが国の土壌肥沃度の分級基準5)

に基づいて供試土壌を自然肥沃度および養分の豊否に関

する各項目についてグレイドをつけた (Table2)。③~

④(グレイド 3~4) の数が 0 のものは No.13， No.26， 

1つのものは No.15，No. 17， 2つのものは No.9で，こ

れらは red-yellowpodzolic soil， red-brown latosol， 

yellow podzolic soil，褐色低地土で， これらの土壌は

他の土壌より肥沃度が高いと考えられる。その他の土壌

は③~④が3つ以上あり，さらに8つあるものもあっ

て，すべて肥沃度が低いと考えられる。

CECは日本の土壌は①~②で，①のものも多いのに

対して， ブラジル土壌で、はすべて③で， その他の熱帯

土壌の中にも③が含まれる。

Ca飽和度， pH(H20)は全体として③が多く酸性土

壌を扱ったので・あるから当然のことである。 Y1は日本

の土壌はほとんどが④であったのに対して，熱帯土壌

の中には①~②のものが多かった。

置換性Ca，Mgは全体的に③のものが多く， 日本と

インドネシア(主として水田)の土壌に①のものも小数

存在した。 l置換性Kli日本の土壌では①~②が多いの

に対して熱帯土壌中には③のものが多数存在した。

リン酸吸収係数は日本の土壌の中には③のものが多

く，熱帯土壌ではほとんどが①で②のものが少数含ま

れた。

可絵態P(Truog法)は②のものが例外的にあった

が，ほとんどのものが③であったっ

上記のことから， ここで取扱った土嬢はすべて pH

(H20)， Ca飽和度，置換性Ca，Mg，可給態Pが低い点

で共通しているが， 日本の土壌にはCEC，Yh リン酸吸
収係数が共に大きいものがあり，熱帯の土壌にはこれら

が共に小さいものが多い傾向が認められた。

O 

-O 
‘ ・・...: t • • -1 2 3 4 5 
Av口ilableP CTruog Methodl (mg P20SI!OOg) 

Relation between available phosphorus 

measured by three methods. 
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• Bray NO，l Method 

o North Carol!n口門ethod

リン酸吸収係数 1870~1l6mg P20s/100 gで， 1000 

mg P20s/100 g以上が9点， 999~700 mg P20s/100 gが

3点，699 mg P20s/100 g以下が21点であった (Fig.8，9)。

リン酸吸収係数は No.5 (硫酸塩酸性土壌)， No.15， No. 

17 (水回土壌)を除くと，可溶性Alと正の相関関係にあ

るοNo.5，No.15， No.17などではリン酸吸収に対し

て他の土壊よりも Feなどの役割の割合が大きいものと

考えられる。

リン酸吸収係数はまた， CECと相関を示し (γ=0.916

**)， CECの大きいものでリン酸吸収係数が大きい傾向

が認められた (Fig.9)。

可給態P，土壊溶液P濃度 BrayNo. 1法では 4.7

~trace mg P20s/lOO gの範囲で， 1 mg P205/100 g以上

は9点，その他はそれ以下で著しく低いものが多かった

(Fig. 10lo Truog 法によると 4.92~0.12mg P20s/100 g 

で1mg P20s/lOO g以上のもの 14点，その他はそれ以下

であった。また， North Carolina 法によれば 8.96~

1.12 mg P20s/100 gの範囲で， 5 mg P20s/100 g以上 8

点， 4.9~3 mgP20s/lOO gのもの 12点，それ以下のもの
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Table 2. 

第四巻

Characteristics of sample soils judged by the standard of the “Production 
Capability Classi五cation"used in the “Basic Survey for Soil Fertility Con-
servation" of the Minstry of Agriculture， Forestry and Fishery， Japan 
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Classificationoy natural Classification by nutrient availability 
fertility 

αコ
ロ~ 。 Exchangeable Fω司 EO 。iSoils H ロ 可コ

Yl 
υ ω 

古う∞D え
同 ::(1) 国

I Mg I 
0.同 U E ω υ 田正記 ~ ~ Ca K 

qc己qJ ，z a4 国0. 
D Hω 。国恒国 出向t o D c出g力ω 
vl " 

>3 

3-6 

>6 

6-5 

<5 

i片阿Ime/1吋叫e可帆/パ1ω叫0
1 >加 1<初o1 >5印o 1 >5.5 1 >7.141 >1.2お51 >0勾 1>1叩o 1 

l加-617ω1五5ωO州恥ぬ 15ι5-5.017.1乍
l<6|f15%004|<3ωo 1 

<5.0 
1 
<3.57
1 
<0.5 
1 
<0.17
1 
2 
1 

| 1  
>2000 
1 

Class 

2 

3 

1 

>15 

1 Saijo 2 1 3 3 3 3 2 3 3 3 
2 Minoshima 2 1 3 1 3 3 2 3 2 1 
3 乱ilakinohara 1 2 3 3 3 3 2 3 3 4 
4 Mikatagahara 2 2 3 3 3 3 2 3 3 4 
5 Hachirogata 1 3 2 3 l 1 1 3 3 4 
6 Iriomote 2 1 3 2 3 3 2 3 2 3 
7 Nago 2 1 3 3 3 3 3 3 3 4 
8 Kuromatsunai 1 3 3 2 3 3 1 3 2 4 

10 9STaepsptIoio 
ro 1 2 2 2 1 1 1 2 3 4 

1 2 2 3 1 1 1 3 4 
11 Shimotonbetsu 1 3 3 3 3 3 1 3 4 
12 Tokachi-Dake 2 2 3 3 3 3 2 3 4 

4 

Japan 

lndonesia 

13 Tegineneng 2 1 1 1 2 1 1 2 1 1 
14 Tamanbogo 2 1 3 3 3 2 2 3 3 2 

15STainkgeanIann erta 
1 2 1 2 1 1 1 3 2 2 

16 J 3 1 2 3 3 3 3 3 3 1 
17 Muara 1 2 2 1 2 1 1 3 2 1 
18 Metro 2 1 3 3 3 2 2 3 3 3 

219O RS巴UpInubtiiha 
banyaK 2 1 3 3 3 3 3 3 3 3 

2 1 3 3 3 3 3 3 3 3 
21 Adijaya 2 1 3 2 3 2 2 3 2 1 
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ここで取扱った土壌は，先にも述べた様に酸性土嬢で、

はあるが，特定の目的を定めて集めたものではない。例

えば海水の影響下にあった所の干拓地の土壌である No.

5はいわゆる硫酸塩酸性土壌であって酸性土壌と言って

も他の土壌とは色々な点で相違している。 No.10，No. 

11は共に寒冷地の排水不良条件下に生成した土壌で有

機物含量が高く(炭素含量それぞれ16.6，12.8%)， これ

らもまた他の土壌とは相違点が多し、。 さらに No.15~

No.18は水田土壌で，これらも他の土壌とは相違点が多

い。それ放，ここで得られた分析結果から一般論を展開

することは出来ない。しかし，ここで、扱った土壌の範囲

における酸性土壌の特性を例記すると，下記の如くで

ある。

(1) 塩基飽和度が低く，特に CECの小さい土壌では

置換態Ca，Mgに乏しし置換態Kに乏しいものもあ

り， MgやKの不足がしばしば作物生育の制限要因と

なる。

(2) 可給態Pは常に乏しく， P不足が作物生育の制限

要因である。

(3) 土壌溶液についてみると pH4.8以下で Al濃度

が高まる。土壌溶液Al濃度と可溶性Al，交換性Alお

よびAl飽和度との聞には単純な相関は認められない。

土壌溶液 Al濃度が作物の Al過剰症発現に関連してい

るとすれば，土壌溶液pHがAl過剰症の発現を支配し

ていることになる。

(4) 土壌溶液の Mn濃度は pHとは単純な関係にな

く，酸性土壌における Mn過剰症の発現は個々の土壌の

特性による。

(5) CECとリン酸吸収係数との聞には，正の相関が

認められ，熱帯の酸性土壌はわが国の土壌に比べて両者

の小さいものが多く，熱帯の酸性土壌においてはpH，

養分供給能の調節が困難である。

要約

日本，タイ，インドネシア， コロンビア， ブラジノレか

ら酸性土壌33点を集め，これらの土壌の作物栄養的化

学性について分析を行い，下記の結果を得た。

1. 置換性の Ca，Mgに乏しく， 置換性Kに乏しい

ものもあり， MgやK不足が作物の生育制限要因となる

可能性が大きい。

2. 可給態Pは常に乏しく， P施肥が不可欠である。

3 土嬢溶液の pHが4.8以下ではAlが溶出し Al

過剰症発現の可能性がある。

4. 土壌の種類によっては Mn過剰症発現の可能性

がある。

5 熱帯の酸性土壌には CECとリン酸吸収係数がと

もに小さいものが多しこれらの土壌は作物栄養条件の

管理が困難である。
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Summary 

Chemical analyses were made on 33 acid soi1s 

from ]apan， lndonesia， Thai1and， Colombia and 

Brazi1 to identify the factots which limit the 

growth of crops on these soi1s. Followings are 

the results obtained. 

1) These soils are frequently low in exchange-

able Ca and Mg， and sometimes also in exchange-

able K. Thus， Mg and K may be the limiting factor 

of crop growth. 

2) Avai1able phoshorus is low in all these soi1s. 

Thus， application of phosphorus is indispensable. 
3) When the pH of soi1 solution is lower than 

4.8， Al dissolves in the soi1 solution at a consi-

derable concentration， and crops may su任erfrom 

Al toxicity. 

4) There is a tendency that the cation exchange 

capacity and the phoshorus sorption coe伍cient

are smaller in acid soi1s in the tropics than in 

those in the temperate. Thus， managernent of 

nutrient status of acid soi1s is more di伍cultin 

the tropics. 


